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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって 
 

 

 研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである． 

 本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている． 

 すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう． 

 さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている． 
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は じ め に 

 

 

 撹拌技術は分離技術とは相対峙し，互いにその対極にあるものといえようが，

決して相反するものではない．両者は一枚のコインの裏表の関係にあるともい

え，相方の理解を深めることは，双方の技術の高度化や精緻化に欠かせないこ

とと考える．泰斗故永田進一先生の手になる，まさに撹拌技術のバイブルとも

いえる MIXING Principles and application1）が世に出て 50 年以上となるが，

Zwietering の ｢限界浮遊回転数｣2）にしても，Metzner の ｢見掛け粘度算定手

法｣3）にしても未だ，色褪せないで活用されている．この間，流体計測・画像

解析手法や流動解析に関するコンピュータ利用技術の長足の進歩により，撹拌

技術に関する多種多様な展開がなされてきた．またわが国で独自の発展を遂げ

た大型翼の開発は，欧米の化学工業・産業界をも席巻する機運にある．本書で

これら全てをカバーすることは，もとより無理なことであり，当初から念頭に

はないが，その幾つかでも噛み砕き，解き述べることで，これを繙かれる読者

諸兄の用に供することができるようにと努めた． 

 本書は全 2 編からなり，第 1 編は，基礎編として計測・解析手法の紹介と同

手法を用いての流動・分散状態に関して，第２編は、応用編として幾つかの撹

拌型装置における混合状態・性能評価に関して記す． 

 

2020 年 3 月 

上ノ山  周 
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